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氏 名    河野 桃子 

推薦団体   熊本県教育委員会 

主な活動地  熊本市 

概要 
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河
野
桃
子
氏
は
、
高
校
一
年
時
の
８
月
に
、
自
身
の
体
験
や
考

え
を
周
囲
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
熊
本
県
弁
論
大
会

へ
の
出
場
を
決
心
さ
れ
ま
し
た
。
自
身
の
体
験
を
も
と
に
障
が
い

者
差
別
の
現
状
、
差
別
や
偏
見
が
起
こ
る
原
因
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

経
験
か
ら
考
え
た
こ
と
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
考
え
、「
未
来
の
先
駆
者 

河
野
桃
子
の
提
案
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
弁
論
を
書
き
上
げ
、
熊
本
県
弁
論
大
会
で
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
全
九
州
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
弁
論
部
門
で
も
第
３
位
に

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
出
演
で
「
誰
も
が
移
動
し
や
す
く
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
述
べ
た
経
験
を
元
に
弁
論
原
稿
を

再
考
し
て
、
高
校
二
年
時
に
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
弁
論

部
門
で
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

高
校
生
の
文
化
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
啓
発
活
動
を
継
続
し
、
共
生
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
益
々
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

令
和
六
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高
校
一
年
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・
令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
熊
本
県
高
等 

学
校
弁
論
大
会 

最
優
秀
賞 

・
第
８
回
全
九
州
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

福
岡
大
会 

弁
論
部
門 

第
３
位 

・
第
７
４
回
九
州
高
等
学
校
弁
論
大
会 

福
岡
大
会 

第
３
位 

令
和
七
年 

高
校
二
年
生 

 
 

 
 

 

・
第
４
９
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

（
か
が
わ
総
文
祭
２
０
２
５
） 

弁
論
部
門 

最
優
秀
賞 

・
第
７
１
回
文
部
科
学
大
臣
旗
全
国
高
等
学
校 

弁
論
大
会 

文
部
科
学
大
臣
賞 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


